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Stinespring， Choi， Takesaki -Tomiyamaの定理を全て含む形で与えた。
論文の審査結果の要旨
c*一環の研究では*表現をやや一般な形にした完全正写像を考えることにより，著しくその理論
の発展を見ている O 本研究ではc*一環Aからヒルベルト空間H上の全作用素環B日への写像を，トレー
スクラスの写像T(:同に対して， A③T(:同上の線形汎関数を見る，という一貫した立場で，完全正写像，
完全有界写像を扱っているo
第 1章では，完全正写像を更に細かく分析してn正写像を考え，これらに対応するA⑧T(刊の中の錐
を与えているo
第2章も錐の研究であるが，ここで著者はK
n
をという概念を定義し，詳細な分析を行なっている O
これは写像の拡張問題を考えるときに，有効に働く概念であることを述べ，その一つの応用を核型c*一
環における拡張の問題において示している。
第3章は完全正写像の差として書かれる完全有界写像に対して，その完全有界ノルムがA0T伺にお
けるあるノルムの共役ノルムとして定められることを示した。これは，この方面の理論の基礎として重
要な意味をもつものである。
第4章では，写像の値をとる完全正写像においての一つの結果を示している O
本研究は，完全正写像，完全有界写像の理論において，詳細な分析を与え，その観点を深めた。よっ
て本論文は学位論文として価値あるものと認める O
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